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今
年
度
の
社
会
貢
献
活
動
事
業
は
、

横
手
商
工
会
議
所
青
年
部
が
主
催
す

る
第
４
回
「
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー

カ
レ
ッ
ジ
in
よ
こ
て
」
に
合
わ
せ
て

新
規
事
業
で
あ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
（
北

都
銀
行
本
店
・
秋
田
魁
新
報
社
見
学
）

と
表
彰
式
で
の
講
演
会
を
担
当
と
し

て
共
催
し
ま
し
た
。

こ
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ

レ
ッ
ジ
in
よ
こ
て
」
は
、
小
学
校

５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
、
１３
チ
ー

ム
６８
名
が
参
加
し
、
模
擬
株
式
会
社

を
設
立
。
出
資
金
１
０
、０
０
０
円
、

借
入
金
１
０
、０
０
０
円
の
計
２
０
、

０
０
０
円
を
元
手
に
自
分
達
で
考
え
、

商
品
化
し
た
も
の
を
実
際
に
「
よ
こ

て
に
ぎ
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
」
の
会
場

で
販
売
し
ま
し
た
。

販
売
終
了
後
、
売
上
げ
や
仕
入
れ

な
ど
を
決
算
書
に
ま
と
め
、
税
金
・

銀
行
へ
の
返
済
や
株
主
（
親
）
へ
の
配

当
、
役
員
（
子
ど
も
達
）
の
報
酬

（
お
小
遣
い
）
を
決
定
し
、
そ
の
後
事

業
を
振
り
返
り
株
主
と
銀
行
に
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

当
法
人
会
と
し
て
は
、
子
ど
も
達

が
商
売
を
通
し
て
自
ら
決
定
し
て
行

動
し
、
結
果
を
出
せ
る
と
言
う
体
験

は
、
未
来
の
横
手
を
担
う
人
材
の
育

成
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
共
催
し
た

表彰式上であいさつする齋藤会長 あいさつする佐々木青年部会長

ドリームセミナーの様子
ドリームセミナーで挨拶する

藤沢事業委員長

も
の
で
す
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
か
ら
は
、「
商

売
の
大
変
さ
が
わ
か
っ
た
」「
失
敗
し

た
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
来
年
も
ま

た
参
加
し
、
も
っ
と
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
商
品
を
考
え
、
利
益

を
出
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
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企業訪問へ「いざ出発」使えなくなったお札とまだ使えるお札を
分別する工程を見学

本物の現金１億円を
もってみた！
（北都銀行本店）

新聞製作についての講議
（秋田魁新報社印刷センター）

印刷輪転機をみてビックリ！

銀行融資のための
プレゼンテ－ション融資契約にサインをする社長

いらっしゃいませ！よこてにぎわいカーニバル」の会場で販売

融資金を無事返済

決算書作り佐藤増彦税理士による租税教室

各社ごとに
成果を発表

法人会会長賞を渡す齋藤会長

記念講演講師の
NPO法人ジュニアエコノミーカレッジ
理事長 吉川哲也氏（会津若松市）講師に質問！

佐々木青年部長も
ニッコリ



女
性
部
会
だ
よ
り

東北大会に出品された伊藤颯登さんの作品

こ
れ
は
、
未
来
を
担
う
小
学
生
に
「
税
」

の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
絵
と

標
語
を
ハ
ガ
キ
の
大
き
さ
に
表
現
す
る
作
品

で
す
。

応
募
作
品
は
九
十
七
点
あ
り
、
去
る
一
月

二
十
七
日
の
審
査
会
に
お
い
て
、
十
点
の
優

秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
秋

田
県
連
の
審
査
を
経
て
、
境
町
小
学
校
六
年

の
伊
藤
颯
登
君
の
作
品
が
東
北
大

会
へ
と
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
作
品
は
、
イ
オ
ン
ス
ー
パ

ー
横
手
南
店
と
Ｙ
２
プ
ラ
ザ
一
階

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

★
租
税
教
室
・

絵
ハ
ガ
キ
コ
ン
ク
ー
ル

女
性
部
会
で
は
今
年
度
も
「
小
学
生

税
の
絵
ハ
ガ
キ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
、
多
数
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
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学 校 名

境 町 小 学 校

境 町 小 学 校

境 町 小 学 校

朝 倉 小 学 校

朝 倉 小 学 校

朝 倉 小 学 校

朝 倉 小 学 校

朝 倉 小 学 校

朝 倉 小 学 校

朝 倉 小 学 校

学年

６　年

６　年

６　年

６　年

６　年

６　年

６　年

６　年　

６　年

６　年

氏　　名

伊　藤　颯　登

伊　藤　舞　桜

真　壁　麗　奈

山　石　真　門

山　石　遥　人

岡　本　萌　実

佐　藤　天　音

高　橋　風　華

後　藤　安香音

吉　川　茉　里

東北大会出品

秋田大会出品

秋田大会出品

秋田大会出品

秋田大会出品

秋田大会出品

秋田大会出品

秋田大会出品

秋田大会出品

秋田大会出品

◆ 小学生税の絵はがきコンクール 秋田県及び東北大会出品作品◆

秋田県大会に出品された作品
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★
研
修
会
と
新
年
会
を
開
催

去
る
二
月
七
日
（
金
）
横
手
セ
ン

ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
於
い
て
研
修
会
と
新

年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
秋
田
県
看
護
連
盟
会

長
で
前
平
鹿
総
合
病
院
看
護
部
長
の
土

田
妙
氏
に
「
女
性
の
力
が
日
本
を
元
気

に
す
る
〜
心
豊
か
に
楽
し
く
日
常
を
生

き
る
た
め
に
〜
」
と
題
し
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
日
常
を
振
り
返
り
、
改
め

て
生
き
方
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
こ
の
席
上
で
増
田

町
婦
人
会
へ
タ
オ
ル
で
帽
子
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
と
タ
オ
ル
百
十
枚
を
贈
り
ま

し
た
。

こ
の
後
新
年
会
に
移
り
、
交
流
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

増田町婦人会へタオル寄贈

講演する土田妙氏

二
月
四
日
に
雄
物
川
町
「
雄
物
川
」

に
お
い
て
、
研
修
会
並
び
に
新
年
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
秋
田
初
？
カ
リ
ス
マ
漫

談
師
の
辻
田
与
五
郎
氏
を
お
招
き
し
、

「
血
液
型
と
人
間
関
係
・
選
挙
漫
談
」

と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。身

近
な
日
常
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

人
間
関
係
ま
で
、「
血
液
型
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
講
演
は
、
な
る
ほ
ど
！

と
思
っ
た
り
、
そ
れ
は
ど
う
か
な
？
と

考
え
た
り
し
な
が
ら
、
講
師
の
巧
み
な

話
術
に
引
き
込
ま
れ
、
笑
い
の
絶
え
な

い
楽
し
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
立
春
と
は
い
え
、
大
雪
の
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
研
修
会

の
後
、
引
き
続
き
新
年
会
を
開
催
し
、

今
後
の
活
動
の
検
討
や
情
報
交
換
等
、

懇
親
を
深
め
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

青
年
部
会
だ
よ
り
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国税だより
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